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平成 31年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 

 

学校番号 22 学 校 名 吉田特別支援学校駿遠分教室 記 載 者  上村 英昭 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己評

価 

関係者 

評 価 
意見 

ア 

 

安

全 

 

児童・生徒の健康と安

心・安全な生活を守る

指導及び環境の整備 

【教育環境の整備】 

【人権感覚の醸成】 

・重大事故発生 ０件 

・月１回の安全点検と環境

整備、防止策の共有 

Ａ Ａ  

・学園との会議（企画委員

会）における情報共有 

月１回 

・健康状態に関する毎朝の

引継ぎ実施と対応 

Ａ Ａ  

・人権研修 年２回 

・人権チェック 年３回、

改善策の確認 

Ｂ Ｂ  

・「すんえん三か条」（挨

拶・敬称・返事）の呼び

かけ 月１回 

・いじめ等に関するアンケ

ートの実施と結果への対応 

年２回 

Ａ Ａ  

危機管理体制の整備

と情報共有 

【危機管理体制の整

備改善】 

・学園との共同訓練を含む

防災・防犯訓練の実施 

年８回 

・地域防災会議の実施 年

１回 

Ｂ Ｂ  

・新たに作成する情報セキ

ュリティ実施手順の確認 

年３回 

・個人情報紛失０件、交通

加害事故０件、会計検査

等指摘０件 

Ａ Ａ  

イ  

 

授

業 

個々に応じた支援・指

導のための的確な実

態把握に基づいた授

業づくりの推進 

【主体的・対話的で深い学

びの実現】 

【教職員の専門性の

向上】 

・全児童生徒に対する学園

との指導連絡会の設定 

・学部での「個別の指導計

画」の評価と改善の検討 

学期１回 

Ａ Ａ  

・愛着障害と児童生徒理解

に関する校内研修会の実施 

年２回 

Ａ Ａ  



様式第５号 

イ 

 

授

業 

新学習指導要領に対

応した授業づくりの

推進と児童生徒の自

己肯定感向上 

【主体的・対話的で深

い学びの実現】 

・視点と改善点を明確にし

た授業研究の実施 各学

部２回 

Ａ Ａ 

学習や指導計画につい

て、本人が満足できてい

るか、物足りなさを感じ

ていないかという視点で

考えると良い。 

・学部経営における自己肯

定感向上に向けた取組の明

確化 

Ａ Ａ  

ウ 

  

連

携 

児童生徒を支えるた

めの併設施設・関係機

関との連携 

【併設施設・関係機関

との連携】 

・企画委員会、指導連絡会、

個別支援会議、移行支援

会議への出席 

・性教育委員会、進路指導

委員会 月１回 

Ａ Ａ 

家庭への支援は施設、福

祉側で行っていくので、

学校は子どもに目を向

け、社会とつながってい

けるよう育てていってほ

しい。 

地域資源（人・もの・

こと）活用の推進 

【外部とのつながり】 

・５校交流（特別支援学級

との交流）の実施 各学部

２回 

Ａ Ａ  

・地域資源を活用した学習

の実施 年 10回以上 

（新しい取組２回以上を含

む） 

Ａ Ａ 

グラウンドゴルフを通し

て地域の方に礼儀まで教

えていただけていること

が良い。 

併設施設だけでなく、地

域を力を借りて活動する

ことが力になる。 

個人情報の保護に配

慮した積極的な情報

発信 

【外部への理解啓発】 

・作品や教育活動の紹介記

事を掲載 15回以上 

・校外作品展への出品 年

２回以上 

Ｂ Ｂ  

学び合い、支え合い、声

を掛け合う「よりよい学校・

よりよい職場」づくり 

【業務改善と明るい

職場づくり】 

・教職員自身が提案した新

たな取組と評価・改善 

３事例以上 

・週１回の定時退勤日の実

施 100％ 

Ａ Ａ  

 


